
［日本の廃道とは］

「日本の廃道」とは……を説明するのが面倒なのでORJ BEST！を公開していま

す。どうにかご一読ください。というか公式ページ見てね。

［特徴］

pdf形式の同人誌。pdfの機能を（無駄に）

活用した作りになっています。なのでプ

リントアウトには向きません。

毎月１回、15日に発行しています。有料

です。気に入ったらぜひ 読者登録 して

ご購読ください。

あ、この「歩き方」はいつもはつきませ

ん。ORJ BEST！収録記事だけについて

います。

【「日本の廃道」ノ歩キ方】
〜初めての方はご一読ください〜

http://www.the-orj.org/aboutORJ.html
https://ss1.coressl.jp/www.the-orj.org/resist/resist_1st.php


●画像の拡大

画像をクリックすれば拡大表示し、もう一度クリックすると元に戻ります。

第17号（2007年10月発行号）以前の記事では、写真クリックで拡大→「BACK」

あるいは「戻る」などのボタンで縮小を行なうものがあります。
CLICK!



●ポップアップ・補助線表示

画像に「 」や「 」のアイコンがついたものは、マウスをあわせると別

画像がポップアップします。「 」は補足情報が吹き出されます。吹き出され

るって何だ。クリックでポップアップするものもあります。
MOUSE ON!



●リンク

本文中の破線囲みはリンクです。色によってリンクの種類が違います。

青：pdf内部の移動リンク　水色：webサイトへのリンク

ピンク：「日本の廃道」バックナンバーへのリンク※

赤：web上のpdfへのリンク　緑：その他（画像ポップアップなど）

※すでに該当号をお持ちであることと、ファイルが次のような位置関係に置か

れていることを前提としています。BEST！版は“ORJ_0001”というフォルダ

を作って他と同じ階層に置いて下さい。

［例］

├ORJ_0001 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フォルダ（自分で作る必要があります）
│　├yokki_tokunou_sinoume_b.pdf
│　├tuka_oushuu_b.pdf
│　├higasikumano_01_b.pdf
│　　：
│　　
├ORJ_0801 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フォルダ（自分で作る必要があります）
│　├ORJ_0801.pdf
│　├top_0801.pdf
│　├whatsnew_0801.pdf
│　　：
│　
├ORJ_0802 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フォルダ（自分で作る必要があります）
│　├ORJ_0802.pdf
│　├top_0802.pdf
│　├whatsnew_0802.pdf
│　　：



●ふせん、添付ファイル

pdfの機能・「ふせん」で補足情報がついていることがあります。クリックする

と展開され読むことができます。

ピンの形をしたふせんアイコンはファイルが添付されています。ダブルクリッ

クで対応アプリケーションが開き、内容を表示します（右クリックで保存する

こともできます。添付内容に不安のある方は別名保存してご確認ください。大

したものはついてませんが）。
DOUBLE CLICK!
添付ファイルあり↑



●しおりとサムネール

デフォルトでは画面の左端に「サムネール」が表示されます。クリックすればそ

のページが表示されます。「しおり」に切り替えればテキスト（見出し）で表示さ

せたいページを選ぶことができます。

※Adobe Readerのバージョンによって表示方法が変わります



他にどんな記事があるの？

公式ページに一覧があります。ＢＥＳＴ！版に興味をお持ち下さったはぜひご覧

下さい。そうでない方は無駄なpdfファイルをダウンロードしてしまったことを嘆

いてください。

「日本の廃道」誌の歩み

http://www.the-orj.org/history/history.html

各号の収録記事一覧と簡単な解説あり。

都道府県別記事一覧

http://www.the-orj.org/history/history_p.php

県別に記事を表示します。エリアでお探しの方はこちら。

「カテゴリ一覧」

http://www.the-orj.org/resist/kiji_order_1st.php

ネタ別で記事をお探しいただけます。ここからCD-R購入することもできます。

http://www.the-orj.org/history/history.html
http://www.the-orj.org/history/history_p.php
http://www.the-orj.org/resist/kiji_order_1st.php


［制作コンセプト］

15インチサイズのディスプレイ（1024×768ドット）で読むことを前提とし、本

文は拡大・縮小せずに読める大きさで製作しています。ディスプレイが小さくて

お困りの方は買い替え「全画面表示」をお試し下さい。

画像は拡大して隅々まで見られるような大きさで貼っつけてます。またフォン

トは基本的に埋め込みです。なので一般的なpdfに比べて非常に大きなものとな

っています。ご了承ください。

［pdfビューアついて］

動作確認はAdobe社のAcrobat（Acrobat Reader）にて行なっています。その他

のビューアでは予期しない動作をする場合があります。編集部までご連絡いた

だけば、できる限り対応をします。

Acrobatのバージョンは4.0以上（PDF 1.3準拠以上のビューア）でご覧いただけ

ます。Acrobat Reader の古いバージョンは以下で入手できます。

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/alternate.html

http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/alternate.html


３種類の購入方法があります

歴史的な経緯から（何、３種類の購入方法があります。まずは「お試し購入」

か「CD-R購入」で有料号をお求めいただき、気に入ったら「アカウント方式」

で継続購読されるとよいでしょう。

購読料のお支払いには次の手段が使えます

・クレジットカード払い（手数料3.4%＋α）

・ゆうちょ銀行口座（手数料無料～）

・ゆうちょ振替口座（手数料90円～）

・eバンク口座（手数料無料～）（※2010年2月より有料になります！）

それ以外も受け付けます

ご希望の号と代金（あるいは代金に相当する何か）を編集部に送りつけてくだ

さい。何とかします。

【「日本の廃道」ノ買イ方】
〜初めての方はご一読ください〜



アカウント方式

「日本の廃道」読者登録をして、前金で購読料を入金していただく方式です。まと

めてご送金いただくことで振込み手数料を節約することができます。また、修正

情報をメールで取得したり購読記録を残したり、購読料から差引してアイテムを

購入することも。

詳細は下記「読者登録をする」をクリック！

読者登録する

購読料を入金する／連絡する

連絡をまつ

ダウンロード

2

2

2



CD-R購入方式

読者登録が面倒な方、前金入金が不安な方はCD-R購入をお試しください。ご希望

号をCD-Rに焼いてお送りします（送料実費）。

「CD-R購入」ページで記事を選ぶ

CD-Rが届くのを待つ

代金を支払う

2

2



お試し購入方式

とりあえず試しに１部購入してみようという方向け。クレジットカードによる決

裁でその場でダウンロードできます。そのかわり毎回手数料が掛かり、割高にな

ります。（例：400円の号を購入→455円のお支払い）

お試し購入はダウンロードページの「 」アイコンをクリック。

ダウンロードページの「 」をクリック

PayPalで必要事項を入力

ダウンロード

2

2



http://www.the-orj.org/
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に
添
い

深
く
重
鎮
大
叡
の
断
崖
絶
壁
の
間
あ
り
て
Ὶ
人

跡
絶
無
の
地
な
ら
ば
Ὶ
工
事
頗
る
至
難
Ό
 
略
‏ 

な
ど
と
あ
り
Ὶ
幽
寂
の
谷
あ
い
に
幾
つ
も
の
橋

を
架
け
Ὶ
岩
を
削
る
工
事
は
非
常
に
困
難
で
あ

ℕ
た
こ
と
が
分
か
る
Ί
工
事
に
は
４
年
の
歳
月

を
要
し
Ὶ
塩
山
 
甲
州
市
 
Ό
丹
波

た

ば

 
丹
波
山

村
 
Ό
神
奈
川
県
境
 
当
時
の
奥
多
摩
一
帯
は

神
奈
川
県
所
属
 
の
全
線
が
開
通
し
た
の
は
Ὶ

明
治
11
年
５
月
で
あ
ℕ
た
Ί
県
令
を
迎
え
て
盛

大
な
開
通
式
の
行
わ
れ
た
記
録
が
あ
る
Ί

こ
う
し
て
生
ま
れ
た
柳
沢
峠
の
海
抜
は
１
４

７
２
ｍ
で
Ὶ
大
菩
薩
峠
よ
り
４
０
０
ｍ
も
低
く
Ὶ

塩
山
と
丹
波
の
間
に
は
じ
め
て
馬
が
通
る
よ
う

に
な
ℕ
た
Ί
こ
れ
に
よ
り
丹
波
の
山
里
一
帯
も
Ὶ

養
蚕
地
帯
と
し
て
発
展
す
る
礎
を
得
た
の
で
あ

ℕ
た
Ί
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結
局
Ὶ
こ
の
時
期
の
新
青
梅
街
道
は
Ὶ
甲
府
盆

大
路
に
終
わ
ℕ
た
Ί
大
正
９
年
に
は
道
路
法
施
行

て
い
る
が
Ὶ
な
お
自
動
車
が
通
れ
る
状
況
に
は
ほ

こ
の
青
梅
街

を
結
ぶ
副
路

は
Ὶ
昭
和
10
年

ℕ
て
多
摩
川
を

を
作
る
計
画
が

ダ
ム
の
付
け
替

る
形
で
Ὶ
柳
沢

決
定
さ
れ
た
の

の
補
償
事
業
と

年
ま
で
に
氷
川

橋
 
丹
波
山
村

国土地理院発行5万分の1地形図「丹波」昭和33年資料修正版

から見る「黒川通り」。この年には既に、三重河原（図中752

ｍの標高点のある地点）より東側には、現在の国道である

「新道」が開通しているはずだが、地図には反映されていない。

描かれた道が「荷車の通ぜざる区間」になっていることに注

目。当初は馬車道という高規格で作られた筈だが、この頃に

はかなり荒廃していたのだろう。
地
と
丹
波
を
結
ぶ
未
完
の

と
と
も
に
県
道
へ
昇
格
し

ど
遠
か
ℕ
た
Ί

道
筋
が
再
び
東
京
と
甲
府

線
と
し
て
着
目
さ
れ
る
の

代
に
入
り
Ὶ
東
京
府
に
よ

堰
き
止
め
て
小
河
内
ダ
ム

進
展
し
た
こ
と
に
よ
る
Ί

え
道
路
を
上
流
に
延
伸
す

峠
ま
で
の
自
動
車
道
化
が

で
あ
る
Ί
工
事
は
東
京
府

し
て
進
め
ら
れ
Ὶ
昭
和
20

 
奥
多
摩
町
 
か
ら
船
越

 
の
間
が
開
通
Ί
戦
後
一

時
中
断
す
る
が
Ὶ
同
23

年
か
ら
ダ
ム
工
事
と
共

に
再
開
さ
れ
て
Ὶ
同
30

年
に
は
三
重
河
原
ま
で

２
km
が
延
伸
開
通
Ί
同

34
年
に
至
ℕ
て
藤
尾

 
甲
州
市
 
ま
で
の
残

り
５
km
が
開
通
し
た
こ

と
で
Ὶ
既
に
開
通
し
て

い
た
藤
尾
Ό
柳
沢
峠
間

と
合
わ
せ
て
Ὶ
念
願
の



全
線
自
動
車
化
と
な
ℕ
た
Ί
さ
ら
に
改
良
工

線
２
車
線
舗
装
化
完
了
Ί
同
57
年
に
は
Ὶ
一

い
る
Ί
今
日
で
は
Ὶ
再
び
甲
州
街
道
 
国
道

豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
観
光
ル
ῴ
ト
と
し
て

に
渋
滞
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
重
交
通
路
と
な

戦
後
に
開
通
し
た
新
た
な
自
動
車
道
の
大

拡
幅
改
良
し
た
道
で
あ
ℕ
た
が
Ὶ
船
越
橋
か

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
で
の
旧
道
は
廃
止
さ
れ
た
Ί
こ
の
区
間
の
旧

「電子国土ポータル」より2万5000分の1地形図で見る現在の「黒川通り」。新車道は船越橋〜藤尾橋の間で、

凍結の危険が大きい右岸から、左岸へルートを変更した。
事
は
進
め
ら
れ
Ὶ
同
53
年
に
全

般
国
道
４
１
１
号
へ
昇
格
し
て

20
号
 
の
裏
道
と
し
て
Ὶ
ま
た

も
人
気
が
あ
り
Ὶ
休
日
を
中
心

ℕ
て
い
る
Ί

部
分
は
Ὶ
明
治
の
黒
川
通
り
を

ら
三
重
河
原
を
経
て
藤
尾
橋
ま

道
は
丹
波
川
お
よ
び
柳
沢
川
の

形
成
す
る
Ｖ
字
谷
を
高
巻
く
形

で
Ὶ
か
な
り
高
い
山
腹
を
通
ℕ

て
い
た
Ί
し
か
し
車
道
化
す
る

に
あ
た
ℕ
て
は
積
雪
や
凍
結
の

影
響
が
大
き
い
北
向
き
高
地
斜

面
は
好
ま
し
く
な
く
Ὶ
対
岸
の

谷
沿
い
に
移
さ
れ
た
の
だ
ℕ

た
Ί馬

車
道
と
し
て
の
本
分
を
全

う
す
る
こ
と
な
く
役
目
を
終
え

た
旧
道
は
約
６
km
Ί
こ
れ
が
今

回
の
タ
ῴ
ゲ
兊
ト
だ
Ί

http://portal.cyberjapan.jp/
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新青梅街道「黒川通り」

計画

踏
査
メ
ン
バ
ῴ：

　
ら
ん
丸
氏
Ὶ
ヨ
兊
キ
れ
ん
 
私
 

踏
査
対
象
名：

　
新
青
梅
街
道
‎
黒
川
通
り
 ‏
本
文
中

で
は
Ὶ
現
国
道
に
対
す
る
‎
旧
道
‏
と
い
う
表
現
で
統
一

す
る
 

踏
査
ル
ῴ
ト：

　
図
　

出
発
地
点
　
’
　
山
梨
県
北
都
留
郡
丹
波
山
村
　
船
越
橋

目
標
地
点
　
’
　
山
梨
県
甲
州
市
塩
山
　
　
　
　
藤
尾
橋
　

踏
破
延
長
　
’
　
約
５
９
０
０
ｍ

踏
査
日
時：

　
２
０
０
７
年
５
月
20
日
 
日
 

11：

25

Ό天
候：

晴
れ

参
考
資
料：

‎
多
摩
川
遊
歩
橋
景
色
　
竹

幸
司
／
著
け
や
き
出
版
１
９
９
２
‏

‎
奥
多
摩
　
奥
多
摩
山
岳
会
／
編

山
と
渓

社
１
９
５
５
‏

‎
丹
波
山
村
誌

丹
波
山
村
誌
編
纂
委
員
会

編
１
９
８
１
‏

‎
関
東
の
道

関
東
建
設
弘
済
会

２
０
０
５

‎
歴
史
資
料
集
・
甲
州
街
道

建
設
省
関
東

方
建
設
局
甲
府
工
事
事
務
所

１
９
９
３
‏

らん丸氏（関東在住のライダー＆オブローダー、サイト『Vent

d'ouest blanche 〜White-Zephyr〜（http://yzetxvzjb23.hp.infos-

eek.co.jp/）』の管理人）は、かなり前からこの新青梅街道の全容解

明を単独にて挑戦していたが、今回は未踏区間を含む全区間を歩き

通すべく、助っ人として私を招待してくれたのだった。
村谷／‏地

http://yzetxvzjb23.hp.infoseek.co.jp/
http://yzetxvzjb23.hp.infoseek.co.jp/
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２
０
０
７
年
５
月
20
日
　
11：

25

こ
こ
が
旧
道
の
東
口
と
な
る
船
越
橋
で
あ
る
Ί
奥
に
見
え
る
の
が
国
道

４
１
１
号
の
‎
船
越
橋
‏
だ
が
Ὶ
見
て
の
通
り
新
し
い
橋
だ
Ί
こ
こ
に
最
初

の
船
越
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
明
治
11
年
で
Ὶ
橋
上
か
ら
の
紅
葉
の
眺
め
は

特
に
素
晴
ら
し
く
‎
見
返
り
の
モ
ミ
ジ
・
錦
織
‏
と
評
さ
れ
る
景
勝
の
地
で

あ
ℕ
た
Ί
大
正
９
年
に
は
当
時
の
丹
波
川
で
最
長
の
吊
橋
 
全
長
31
ｍ
 
に

架
け
替
え
ら
れ
た
が
Ὶ
昭
和
30
年
に
新
た
な
車
道
は
北
岸
を
そ
の
ま
ま
進
む

よ
う
に
な
ℕ
た
の
で
廃
止
さ
れ
た
Ί
さ
ら
に
国
道
が
平
成
14
年
に
バ
イ
パ
ス

化
さ
れ
た
際
Ὶ
船
越
橋
跡
地
付
近
に
同
名
の
現
橋
が
開
通
し
た
Ί

赤実線＝踏査対象の新青梅街道。赤破線＝旧国道。
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旧
道
へ

段
は
30
段

こ
と
が
分

索
で
き
る

そ
れ
で

道
路
県
令
・
藤
村
紫
朗
の
お
手
並
み
拝
見
と
行
こ
う
Ί

果
た
し
て
Ὶ
三
島
県
令
の
道
で
肥
え
た
私
の
眼
鏡
に
敵
う
だ
ろ
う
か
Ί

は
船
越
橋
た
も
と
の
階
段
か
ら
入
る
事
が
出
来
る
Ί
真
新

ほ
ど
も
あ
ℕ
て
Ὶ
現
在
の
車
道
が
か
な
り
切
り
下
げ
ら
れ

か
る
Ί‎
立
入
禁
止
‏
な
ど
の
表
示
は
な
い
の
で
Ὶ
気
兼
ね

Ίは
Ὶ
い
ざ
入
山
！
！
　

し
い
階

て
い
る

な
く
探
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新青梅街道「黒川通り」
階
段
を
上
り
き
る
と
Ὶ

お
お

ℕ
と
！

こ
れ
は
こ
れ
は
ῼ
　
な
か
な
か
い
い

雰
囲
気
Ί

そ
こ
に
は
見
る
か
ら
に
廃
道
と
分
か

る
Ὶ
瓦
礫
と
倒
木
の
道
が
始
ま
ℕ
て
い

た
Ί
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
か
な
り
ゆ

ℕ
た
り
目
の
路
幅
Ί
早
く
も
‎
明
治
新

道
‏
が
志
向
し
た
Ὶ
馬
車
道
の
片
鱗
を

見
た
気
が
す
る
Ί

こ
い
つ
は
期
待
が
出
来
そ
う
だ
ぞ
Ί

すぐに現れた、大きな炭焼き窯の跡。昭和30年までは現役

の道であったことを考えれば、さほど古いものではないのか

も知れない。外見的にはかなり遺跡然としているが。



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

び
鮮
明
な
道
形
が
現
れ
た
Ί
し
か
も
嬉
し
い

こ
と
に
Ὶ
早
速
の
石
垣
遭
遇
だ
！
　
路
肩
の

石
垣
は
か
な
り
高
く
積
ま
れ
て
い
る
Ί
本
道

の
不
運
な
歴
史
を
考
え
れ
ば
Ὶ
石
垣
も
広
い

路
幅
も
Ὶ
い
ず
れ
も
明
治
道
そ
の
ま
ま
の
風

景
な
の
だ
と
思
う
Ί
凄
い
ぞ
！

三
島
の
明
治
道
の
場
合
は
Ὶ
ほ
と
ん
ど
が

後
に
車
道
転
用
と
な
り
Ὶ
現
在
は
廃
道
で
あ

ℕ
て
も
明
治
道
と
は
言
え
な
い
も
の
が
多
い
の
だ
Ί

期
待
の
は
る
か
上
を
行
く
道
の
立
派
さ
に
Ὶ
私
の
ボ
ル
テ
ῴ
ジ
は
早
く
も

沸
騰
Ί
ら
ん
丸
氏
を
巻
き
込
ん
で
Ὶ
い
き
な
り
の
廃
テ
ン
シ
奣
ン
状
態
に
！

だ
が
こ
の
道
ῼ
Ὶ

こ
ん
な
も
ん
じ
ℵ
あ
　
な
か
ℕ
た
！

ず
る
ず
る
と
足
元
が
崩
れ
て
い
く
ほ

あ
ず
け
Ὶ
踵
を
深
く
土
の
埋
め
る
つ

突
破
の
コ
ツ
で
あ
る
Ί

踏

比
較
的
良
好
な
状
態
で
始
ま
ℕ
た

廃
道
だ
が
Ὶ
１
０
０
ｍ
ほ
ど
進
む
と
Ὶ

早
く
も
第
一
の
難
関
と
な
る
崩
壊
斜

面
が
現
れ
た
Ί
道
は
完
全
に
斜
面
と

一
体
化
し
て
お
り
Ὶ
先
へ
進
む
た
め

に
は
Ὶ
土
混
じ
り
の
瓦
礫
斜
面
を
慎

重
か
つ
速
や
か
に
横
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
Ί
恐
れ
て
立
ち
止
ま
る
と
Ὶ

ど
に
柔
ら
か
い
Ί
重
心
を
山
側
の
脚
に

も
り
で
踏
み
込
ん
で
歩
く
の
が
Ὶ
安
全

み
跡
無
き
崩
壊
斜
面
を
越
え
る
と
Ὶ
再
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今
回
の
踏
査
目
標

と
な
る
旧
道
区
間
は

全
部
で
約
６
km
と
Ὶ

廃
道
探
索
の
タ
ῴ
ゲ

兊
ト
と
し
て
は
短
く

な
い
Ί
こ
の
な
か
で
Ὶ

途
中
一
箇
所
だ
け
対

岸
の
国
道
と
連
絡
出

来
る
場
所
が
‎
三
重
河
原

う
地
点
で
Ὶ
そ
こ
ま
で
の

戦
と
い
え
る
Ί

現
在
地
は
そ
の
前
半
戦

た
り
で
Ὶ
山
の
傾
斜
は
や

て
い
る
が
Ὶ
そ
れ
で
も
広

く
法
面
の
低
い
石
垣
は
ず
ℕ
と
続
い
て
い
る

と
き
お
り
赤
テ
ῴ
プ
の
指
導
標
が
現
れ
る
が

こ
れ
と
言
ℕ
た
踏
み
跡
は
見
え
な
い
Ί

旧
道
で
使
わ
れ
て
い
る
石
垣
は
Ὶ
自
然
石

を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
積
み
上
げ
Ὶ
目
地
に
は

モ
ル
タ
ル
な
ど
の
充
填
材
を
用
い
な
い
‎
空

積
み
‏
で
Ὶ
本
邦
に
古
来
よ
り
伝
わ
る
職
人

的
組
成
法
で
あ
る
Ί
そ
れ
に
し
て
も
Ὶ
使
わ

れ
て
い
る
岩
の
大
小
比
が
も
の
凄
く
大
き
く

て
面
白
い
Ί

い半あℕべΊῚ
 ‏
泉
水
谷
 
と

２
km
ほ
ど
が
前

の
中
盤
に
入
る

や
穏
や
か
に
な

幅
員
を
確
保
す

路肩にガードレールや欄干のような安

全装置は無く、ほとんど垂直に積み上

げられた石垣が、丹波川の谷底へ連な

る急斜面へ落ちている。



特濃！ 廃

新青梅街道

特濃！ 廃

新青梅街道
藤
村
キ
タ
ῴ
！
！

三
島
も
う
か
う
か
し
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
ハ
ῴ
ド
パ
ン
チ
が
繰
り
出
さ
れ

た
Ίこ

の
時
点
で
も
う
Ὶ
私
の
脳
み
そ
は
完
全
に
廃
パ
ン
チ
ド
ラ
ン
カ
ῴ
状
態

 
Ｏ
Ｐ
Ｄ
状
態
 Ί

ῼ
ῼ
特
に
注
目
し
た
い
の
が
Ὶ
左
下
に
見
え
る
部
分
で
ῼ
Ί

道あるき　第一四回

「黒川通り」

道あるき　第一四回

「黒川通り」 11:45



よ
り
平
坦
な
土
地
が
極
め
て
少
な
い
丹
波
の
人
々
に
と
ℕ
て
Ὶ
生
活
や
生
産

の
場
を
得
る
た
め
に
石
垣
を
築
く
こ
と
は
日
常
の
一
部
で
あ
ℕ
た
か
ら
Ὶ

代
々
体
に
染
み
付
い
た
技
が
あ
ℕ
た
の
だ
ろ
う
Ί
下
流
の
奥
多
摩
や
一
山
挟

特濃！ 廃道

新青梅街道「

特濃！ 廃道

新青梅街道「
ス
ゲ
ῴ
石
垣
！
　

こ
ん
な
に
高
く
て
垂
直
に
近
い
石
垣
が
Ὶ
手
入
れ
も
な
く
百
年
以
上
保
ℕ

て
い
た
こ
と
に
驚
き
Ί
そ
も
そ
も
Ὶ
こ
の
高
さ
を
石
垣
で
ど
う
に
か
し
よ
う

と
い
う
計
画
自
体
が
Ὶ
高
い
構
造
物
は
コ
ン
ク
リ
ῴ
ト
や
鉄
に
任
せ
て
い
る

現
代
人
に
と
ℕ
て
は
Ὶ
既
に
ク
レ
イ
ジ
ῴ
Ί
単
に
‎
職
人
芸
‏
と
い
う
コ
ト

バ
だ
け
で
納
得
し
て
良
い
も
の
か
Ί

こ
ん
な
破
天
荒
な
石
垣
を
築
い
た
の
は
誰
か
と
言
う
こ
と
だ
が
Ὶ
名
の
あ

る
職
人
集
団
を
雇
ℕ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ℕ
た
よ
う
で
あ
る
Ί
工
事
に

あ
た
ℕ
た
の
は
地
元
の
村
人
た
ち
が
大
半
だ
ℕ
た
ら
し
い
Ί
思
う
に
Ὶ
も
と
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新青梅街道「黒川通り」

先
ほ
ど
は
Ὶ
思
わ
ず
口
を
つ
い
て
‎
藤
村
キ
タ
ῴ
！
‏
と
叫
ん
だ
が
Ὶ
こ

の
道
の
計
画
立
案
は
県
令
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
 
こ
の
辺
は
Ὶ
腹
心
に
ル

ῴ
ト
を
調
査
さ
せ
Ὶ
自
ら
ル
ῴ
ト
を
決
め
て
い
ℕ
た
三
島
と
は
異
な
る
の
か

も
し
れ
な
い
 Ί

県
令
着
任
翌
年
と
い
う
早
い
段
階
で
の

青
梅
街
道
開
削
と
い
う
大
事
業
が
決
定
さ

た
裏
に
は
Ὶ
や
は
り
地
域
住
民
た
ち
の
道

に
対
す
る
渇
望
が
凄
ま
じ
く
Ὶ
そ
の
情
熱

県
令
の
心
を
動
か
し
た
ῼ
悪
く
言
え
ば
絆ほ

だ

れ
た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
Ί

い
ず
れ
に
し
て
も
Ὶ
こ
の
新
道
の
正
否

県
令
の
命
運
に
関
わ
ℕ
た
事
は
前
述
の
通

で
あ
ℕ
た
Ί

ん
だ
秋
川
Ὶ
秩
父
な
ど
で
も
Ὶ
人
里
近
く

に
石
垣
は
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
印

驚
く
べ
き
は
路
幅
の
広
さ
で
あ
り
Ὶ
目
測

安
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ί
路
面
さ
え
し

通
る
こ
と
が
出
来
た
だ
ろ
う
Ί 
実
際
に
そ

何
箇
所
か
あ
る
橋
が
自
動
車
に
耐
え
ら
れ
な
 象

がで

5

ℕ
か
り
し
て
い
れ
ば
Ὶ
自
動
車
も

う
な
ら
な
か
ℕ
た
の
は
Ὶ
途
中
に

か
ℕ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
 

あ
る
Ί

あ
る
が
３
間
 
約
.4
ｍ
 
を
目

石
垣
が
崩
れ
て
い
な
い
秘
密
の
一
端
は
、

Ｖ
字
の
谷
に
対
し
て
楔
型
の
石
垣
を
築
い

た
知
恵
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
足
場
を
作

る
の
も
命
懸
け
だ
っ
た
と
思
う
が
⋯
。

新れ路がさがり



ほ
ど
の
斜
面
と
同
じ
よ

う
に
Ὶ
慎
重
か
つ
速
や

か
に
横
断
す
れ
ば
大
丈

夫
Ί
極
め
て
崩
れ
や
す

い
瓦
礫
土
混
じ
り
の
斜

面
で
は
立
ち
止
ま
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
む
し
ろ

い
て
し
ま
え
ば
良
い
Ί
む

Ὶ
絶
対
に
犯
し
て
は
な
ら
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け
で
Ὶ
路
肩
よ
り
下
は
草
一
本
生
え
な
い
絶
壁
で
あ

ア
リ
ジ
ゴ
ク
斜
面
だ
ℕ
た
Ί

危
険
で
Ὶ
あ
る
程
度
崩
し
な
が
ら
テ
ン
ポ
良
く
歩

ろ
ん
Ὶ
勢
い
余
ℕ
て
転
倒
す
る
よ
う
な
愚
だ
け
は

な
い
Ί

歓
喜
の
先
に
Ὶ
ま
た

危
険
な
崩
壊
斜
面
が
待

ち
受
け
て
い
た
Ί
し
か

も
Ὶ
先
ほ
ど
よ
り
も
遙

か
に
規
模
は
大
き
く
Ὶ

リ
ス
ク
は
段
違
い
で
あ

る
Ί
瓦
礫
の
斜
面
が
あ

る
の
は
Ὶ
か
つ
て
の
路

面
の
上
と
な
る
部
分
だ

る
Ί
ま
さ
に
等
身
大
の

し
か
し
Ὶ
過
度
に
恐

れ
る
必
要
は
な
い
Ί
先
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新青梅街道「黒川通り」
最
も
安
パ
イ
な
ル
ῴ
ト
は
Ὶ
路
肩
か
ら
最
も
遠
い
こ
の
部
分
Ί
も
ち
ろ
ん
Ὶ

崩
壊
地
一
つ
一
つ
性
格
は
違
う
か
ら
Ὶ
ど
こ
を
選
ん
で
突
破
す
る
か
は
現
地

で
の
フ
鍈
ῴ
リ
ン
グ
次
第
だ
が
Ί
実
戦
系
オ
ブ
ロ
ῴ
ダ
ῴ
に
と
ℕ
て
Ὶ
こ
の

ス
リ
ル
こ
そ
が
醍
醐
味
の
一
つ
で
あ
る
Ί
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特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 11：54
子
は
無
い
Ί
や
や
上
り
坂
と
な
ℕ
た
道
は
Ὶ
陰
と
日
な
た
を
紡
ぎ
な
が
ら
続

い
て
い
る
Ί

杉
林
の
有
る
場
所
は
比
較
的
穏
や

よ
ℕ
て
画
さ
れ
た
崖
道
が
始
ま
る
の

に
時
間
は
掛
か
ら
な
か
ℕ
た
Ί
そ
し

て
Ὶ
第
３
番
目
の
崩
壊
斜
面
が
行
く

手
を
遮
る
Ί
遠
目
に
は
さ
ほ
ど
派
手

に
崩
れ
て
い
な
く
て
も
Ὶ
実
際
に
踏

み
込
ん
で
み
な
い
と
突
破
の
難
し
さ

は
計
れ
な
い
が
Ὶ
こ
こ
は
さ
ほ
ど
の

困
難
を
感
じ
る
こ
と
な
く
突
破
出
来

た
Ί

我

あ
ℕ
た
Ί
植
林
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
う
が
Ὶ

々
は
鬱
蒼
と
し
た
杉
林
の
中
に

あ
ま
り
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
様

入
山
か
ら
約
30
分
が
経
過
Ί

か
な
斜
面
で
あ
ℕ
た
が
Ὶ
再
度
石
垣
に

対岸の国道とは、既にかなりの高低差が付いて

いる。日陰な旧道から見ると、国道の通る対岸

はいつも眩い新緑の色だった。



美
し
き
廃
道
を
歩
く
Ὶ
し
あ
わ
せ
Ί
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こ
の
丹
波
山
村
の
一
帯
は
多
摩
川
の
源
流
に
あ
た
り
Ὶ
東
京
都
心
か
ら
素

直
に
川
を
遡
れ
ば
辿
り
着
け
る
場
所
だ
Ί
戦
前
ま
で
は
大
菩
薩
峠
や
柳
沢
峠

を
通
じ
て
山
梨
側
と
の
結
び
つ
き
の
方
が
深
か
ℕ
た
た
め
Ὶ
分
水
嶺
を
越
え

て
山
梨
県
域
と
な
ℕ
て
い
る
の
で
あ
る
Ί

東
京
の
都
心
か
ら
は
国
道
を
走
り
継
い
で
90
km
ほ
ど
で
あ
る
Ί

私
が
何
を
言
い
た
い
か
と
言
え
ば
Ὶ

東
京
の
近
く
に
も
Ὶ
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
明
治
道
が
あ
ℕ
た
！

と
い
う
全
く
素
直
な
驚
き
で
あ
る
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 12：07



グ
リ
ῴ
ン
フ
鍈
ル
タ
ῴ
を
通
し
た
よ
う
な
淡
い
光
の
下
Ὶ
白
い
石
垣
に
導

か
れ
る
よ
う
に
百
年
前
の
道
が
続
い
て
い
る
Ί
険
し
い
岩
場
に
渡
さ
れ
た
綱

渡
り
の
よ
う
な
石
垣
道
で
あ
る
は
ず
な
の
に
Ὶ
そ
の
眺
め
は
安
定
感
に
満
た

さ
れ
て
い
る
Ί
道
を
形
づ
く
る
全
て
が
Ὶ
も
と
か
ら
こ
の
場
所
に
あ
ℕ
た
自

然
の
も
の
だ
か
ら
か
も
知
れ
な
い
Ί

こ
の
風
景
が
カ
ῴ
ブ
の
先
に
見
え
て
き
た
と
き
の
感
動
は
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
く
Ὶ‎
俺
が
死
ん
だ
ら
こ
こ
に
埋
め
て
‏
と
頓
狂
な
お
願
い
を
ら
ん
丸
さ
ん

に
し
た
ほ
ど
だ
ℕ
た
Ί

東
京
近
郊
に
隠
れ
て
い
た
Ὶ
美
廃
道
Ί

自
分
た
ち
だ
け
の
秘
密
の
場
所
と
し
て
と
ℕ
て
お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち

が
芽
生
え
た
が
Ὶ
今
回
の
Ｏ
Ｒ
Ｊ
で
は
じ
め
て
公
開
す
る
Ί

私
が
Ὶ
廃
道
を
人
に“

オ
ス
ス
メ‘

し
た
い
と
思
ℕ
た
の
は
Ὶ
お
そ
ら
く
こ

れ
が
は
じ
め
て
だ
Ί
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特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
先
に
は
も
ℕ
と
凄
い
景
色
が
待
ℕ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
と
Ὶ
放
心
状
態

か
ら
復
帰
し
て
再
び
歩
き
出
す
が
Ὶ
夢
心
地
で
あ
る
Ί

そ
ん
な
我
々
を
現
実
の
世
界
へ
引
き
戻
し
た
の
は
Ὶ
ま
た
し
て
も
現
れ
た

険
し
い
崩
壊
の
場
面
だ
ℕ
た
Ί
写
真
の
ら
ん
丸
氏
が
そ
う
し
て
い
る
よ
う
に
Ὶ

か
な
り
の
高
巻
き
を
し
て
こ
れ
を
突
破
し
た
Ί



間
地
点
で
あ
り
最
高
地
点
Ί
河
床
か
ら
の
高
度
は
50
ｍ
に
も
達
す
る
Ί
こ
の

は
三
重
河
原
へ
向
け
て
の
緩
や
か
な

随
所
に
眼
を
み
は
る
よ
う
な
高
い

石
垣
が
残
さ
れ
て
い
る
Ί
も
し
こ

の
道
が
藤
村
県
令
の
思
惑
通
り
に

利
用
さ
れ
て
い
た
ら
Ὶ
昭
和
の
早

い
段
階
で
車
道
化
し
た
で
あ
ろ
う

し
Ὶ
自
動
車
の
重
さ
を
支
え
る
路

肩
の
石
垣
も
真
ℕ
先
に
コ
ン
ク
リ

い
な
い
Ί
明
治
の
道
路
遺
跡
と
し
て

え
ほ
と
ん
ど
残
ℕ
て
い
な
い
明
治
馬

車
道
の
真
景
が
Ὶ
惜
し
げ
も
な
く
続
く
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 12：19
石
垣
道
の
先
に
浅
い
堀
割
が
見

え
て
き
た
Ί
こ
こ
が
前
半
戦
の
中

小
さ
な
堀
割
で
左
に
カ
ῴ
ブ
し
Ὶ
今
度

下
り
と
な
る
Ί

ῴ
ト
の
擁
壁
へ
置
き
換
え
ら
れ
た
に
違

最
も
名
の
知
れ
た
‎
万
世
大
路
‏
に
さ
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特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
と
き
お
り
Ὶ
木
々
の
隙
間
か
ら
丹
波
川
の
清
流
と
国
道
が
見
通
せ
た
Ί
こ

の
辺
り
の
河
原
は
思
い
の
ほ
か
広
々
と
し
て
お
り
Ὶ
国
道
の
通
う
斜
面
の
険

し
さ
と
好
対
照
を
成
す
Ί
実
際
Ὶ
国
道
が
通
る
北
岸
は
南
岸
よ
り
も
険
し
い

斜
面
で
あ
ℕ
て
Ὶ
明
治
道
が
わ
ざ
わ
ざ
橋
を
二
度
も
架
け
て
ま
で
南
岸
に
進

路
を
と
ℕ
た
の
も
頷
け
る
Ί
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特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 12：28
下
ろ
し
た

き
刺
さ
ℕ

う
Ί転

び
石

注
意
を
払

ス
リ
リ
ン

こ
れ
ま
で
で
最
も
急
峻
な

崩
壊
斜
面
に
よ
ℕ
て
Ὶ
道
は

再
び
分
断
さ
れ
た
Ί
こ
こ
ま

で
の
崩
壊
地
は
み
な
土
混
じ

り
の
柔
ら
か
い
斜
面
だ
ℕ
た

が
Ὶ
今
度
は
白
く
堅
い
岩
礫

の
崖
で
あ
る
Ί
も
し
こ
の
崩

壊
地
を
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見

な
ら
Ὶ
緑
の
森
に
天
か
ら
突

た
槍
の
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ

に
つ
ま
ず
か
ぬ
よ
う
細
心
の

い
つ
つ
Ὶ
こ
こ
を
横
断
Ί

ぐ
⃷
ῴ
！
！

上
に
も
下
に
も
終
わ
り
の
見
え
な
い
岩
の

河
。
自
ら
墜
落
し
な
く
と
も
、
頭
上
か
ら

い
つ
弾
丸
が
降
り
注
が
な
い
と
も
限
ら
な

い
。
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特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

存
し
な
い
Ί
上
の
写
真
で
ら
ん

丸
氏
が
い
ま
ま
さ
に
下
ろ
う
と

し
て
い
る
場
所
に
橋
台
跡
が
あ

ℕ
た
Ί
道
は
橋
へ
向
か
わ
ず
そ

の
ま
ま
真
ℕ
直
ぐ
続
い
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
Ὶ
こ
の
先
は

泉
水
谷
林
道
の
旧
道
で
あ
る
Ί

な
お
Ὶ
こ
の
泉
水
谷
が
丹
波

に
あ
た
る
Ί
対
岸
は
甲
州
市
だ
Ί

たが条踏区と含ℕ番に る
山
村
と
甲
州
市
 
旧
塩
山
市
 
と
の
行
政
界

東
京
都
水
道
局
が
設
置
し

水
道
水
源
林
の
金
属
標
柱

現
れ
る
と
Ὶ
間
も
な
く
三

橋
に
さ
し
か
か
る
Ί
今
回

破
を
目
指
す
明
治
新
道
の

間
に
は
Ὶ
起
点
の
船
越
橋

Ὶ
終
点
で
あ
る
藤
尾
橋
を

め
て
Ὶ
６
本
の
橋
が
架
か

て
い
た
と
い
う
Ί
そ
の
２

目
の
橋
が
Ὶ
こ
こ
泉
水
谷

架
か
る
三
条
橋
だ
ℕ
た

橋
名
を
‎
小
室
橋
‏
と
す

資
料
も
あ
る
 Ί

残
念
な
が
ら
三
条
橋
は
現



に
迂
回
ル
ῴ
ト
が
あ
ℕ
た
の

も
知
れ
な
い
が
Ὶ
我
々
は
橋

場
所
を
無
理
矢
理
に
横
断
し

の
で
Ὶ
か
な
り
苦
労
し
た
Ί

台
の
位
置
と
谷
の
地
形
を
見

限
り
Ὶ
往
時
の
三
条
橋
は
水

上
15
ｍ
ほ
ど
に
架
か
る
Ὶ
長

20
Ό
30
ｍ
の
か
な
り
巨
大
な

橋
で
あ
ℕ
た
と
想
像
さ
れ

Ί
そ
の
勇
姿
が
見
た
か
ℕ

！

特濃！ 廃道あるき　第一四回特濃！ 廃道あるき　第一四回
て往だ谷て三

“

壁石
別かのた橋る面さ木るた

新青梅街道「黒川通り」新青梅街道「黒川通り」
山
中
で
古
い
橋
が
架
け
ら
れ

い
た
場
所
と
い
う
の
は
Ὶ

々
に
し
て
険
し
い
Ί
出
来
る

け
橋
を
短
く
す
る
た
め
Ὶ
峡

の
特
に
狭
ま
る
場
所
を
敢
え

選
ん
だ
た
め
だ
ろ
う
Ί
こ
の

条
橋
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
Ὶ

引
き
の
画‘

を
撮
り
に
く
い
絶

に
あ
る
Ί
写
真
は
苔
生
し
た

組
み
の
橋
台
跡
Ί

泉
水
谷
へ
下
り
徒
渉
す
る
Ί



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

地り考苗凄だた

泉
水
谷
徒
渉
地
点
か
ら
下
流
を
見
る
と
Ὶ
す
ぐ
近
く
に
丹
波
川
と
の

点
と
Ὶ
さ
ら
に
対
岸
の
国
道
が
見
通
せ
る
Ί
フ
ジ
の
花
が
滝
の
よ
う

注
ぐ
と
て
も
奇
麗
な
と
こ
ろ
だ
が
Ὶ
こ
の
三
重
河
原
を
多
摩
川
の
源

え
た
人
物
が
い
た
Ί
天
保
14
年
 
１
８
４
３
 
に
源
流
探
検
家
・
山

は
多
摩
川
の
源
流
を
求
め
て
こ
の
地
へ
辿
り
着
き
Ὶ‎
幽
谷
の
細
流
に
し

ま
じ
き
処
な
り
‏
と
記
録
し
て
い
る
Ί
実
態
は
意
外
に
穏
や
か
な
と

が
Ὶ
道
ら
し
き
道
も
な
い
谷
を
遡
り
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
風
景
は

別
の
趣
を
も
ℕ
て
探
検
家
の
眼
に
映
ℕ
た
の
だ
ろ
う
Ί

合
流

に
降

流
と

田
早て

Ὶ

こ
ろ

Ὶ
ま

泉水谷左岸には橋脚が一本残されてい

た。さすがに空積みではなく、モルタ

ルで固められた丁寧な布積みの石垣で

ある。これも船越橋同様、大正頃に改

築されたのだろうか。



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 12：50

ろ
ん
我
々
は
直
進
す
る
Ί

り
歩
い
た
前
半
戦
Ί
そ
こ
に
は
心

Ί

1.8
km
に
約
１
０
０
分
を
か
け
Ὶ
の
ん
び

に
残
る
美
廃
道
が
あ
ℕ
た
Ί
残
る
は
約
４
km
橋
脚
の
傍
を
強
引
に
登

ℕ
て
い
く
と
舗
装
道
路
に

出
た
Ί
こ
れ
が
現
在
の
泉

水
谷
林
道
で
Ὶ
舗
装
さ
れ

た
の
は
最
近
だ
が
Ὶ
開
設

は
昭
和
29
Ό
38
年
と
新
し

く
な
い
林
道
だ
Ί
林
道
を

右
に
進
め
ば
三
条
橋
 
同

名
 
で
丹
波
川
を
渡
ℕ
て

国
道
に
出
る
こ
と
が
出
来

る
Ί
そ
し
て
Ὶ
直
進
が
旧

道
の
続
き
で
あ
る
Ί
も
ち





物
が
あ
ℕ
た
ら
し
い
Ί

こ
の
空
き
地
と
の
関
連
性
は

不
明
だ
が
Ὶ
辺
り
に
は
か
つ
て

“

幽
霊
の
出
る
ス
ポ
兊
ト‘

と
し

て
知
ら
れ
た
Ὶ‎
大
久
保
小
屋
‏

な
る
廃
屋
が
あ
ℕ
た
そ
う
な
Ί

某
民
放
が
泊
ま
り
込
ん
で
幽
霊

探
し
を
し
た
こ
と
な
ど
Ὶ
今
で

は
遠
い
日
の
語
り
種
に
な
ℕ
て

い
る
Ί
奥
多
摩
山
岳
会
が
昭
和

40
年
代
に
刊
行
し
た
‐
奥
多
摩
‑

な
る
登
山
指
南
書
に
は
確
か
に
Ὶ

‎
大
久
保
小
屋
を
見
下
ろ
し
Ὶ
対
岸
の
新
道
工
事
を
見
な
が
ら
進
む
と
Ὶ
川
は

径
か
ら
遠
ざ
か
ℕ
て
や
が
て
黒
川
橋
を
渡
る
‏
と
あ
る
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 12：57
小
休
止
の
後
Ὶ
舗
装
路
を
横

切
り
再
び
石
と
土
の
道
へ
Ί
こ

の
先
へ
は
車
も
入
ℕ
た
形
跡
が

あ
る
が
Ὶ
ら
ん
丸
氏
曰
く
Ὶ
こ

の
轍
は
さ
ほ
ど
長
く
続
か
な
い

と
い
う
Ί
私
も
そ
う
願
う
Ί

少
し
歩
く
と
Ὶ
道
を
挟
ん
で

左
右
両
側
の
斜
面
に
Ὶ
奇
麗
に

均
さ
れ
た
空
き
地
が
現
れ
た
Ί

大
き
な
木
が
生
え
て
い
な
い
と

こ
ろ
を
見
る
に
Ὶ
最
近
ま
で
建



川
は
道
を
遠
ざ
か
り

は
じ
め
た
Ί
思
い
出
し

た
よ
う
に
急
な
登
り
が

始
ま
る
Ί
気
が
つ
け
ば

崖
下
の
流
れ
は
丹
波
川

で
は
な
く
な
ℕ
て
い

る
Ί
一
気
に
周
囲
の
地

形
も
険
し
さ
を
増
し
Ὶ

山
峡
の
小
さ
な
安
息

地
・
三
重
河
原
の
平
穏

は
終
わ
ℕ
た
Ί
ら
ん
丸

氏
の
予
言
通
り
Ὶ
車
の

轍
も
絶
え
絶
え
に
Ί
い

ま
は
豪
気
な
バ
イ
ク
野
郎
の
タ
イ
ヤ
痕
が
続
く
の
み
Ί
廃
道
再
開
で
あ
る
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
規模の大きな崩壊地も途中にあるが、登山ルートにも重な

っているために、ちゃんと踏み跡があって安心できる。



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

さ
な
広
場
に
行
き
当
た
ℕ
た
Ί
真
ℕ
直
ぐ
道
は
続
い
て
い
る
が
Ὶ
そ
こ
は
明

ら
か
に
荒
れ
て
い
る
Ί
こ
こ
ま
で
の
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
よ
う
な
荒
れ

方
と
は
異
な
る
Ὶ
寂
し
げ
と
い
う
か
何
と
い
う
か
ῼ
　
い
か
に
も
行
き
止
ま

り
に
な
ℕ
て
い
そ
う
な
雰
囲
気
だ
ℕ
た
Ί予

感
は
的
中
Ί
広
場
の
す
ぐ
先
で
路

盤
は
唐
突
に
終
わ
ℕ
た
Ί
見
下
ろ
す
と
Ὶ

そ
こ
に
は
黒
く
苔
生
し
た
岩
を
滑
り
落

ち
る
二
段
の
滝
が
あ
ℕ
た
Ί
こ
れ
が
黒

川
谷
で
あ
る
Ί
泉
水
谷
よ
り
遙
か
に
水

量
は
少
な
い
が
Ὶ
昼
な
お
暗
く
ど
こ
か

鬱
々
と
し
た
印
象
Ί
す
ぐ
下
流
の
谷
底

に
新
し
い
木
橋
が
あ
る
の
を
見
つ
け

た
Ί
直
前
の
広
場
か
ら
分
け
入
る
小
径

が
あ
ℕ
た
ら
し
い
Ί

13：16
泉
水
谷
か
ら
約
６
０
０
ｍ
で
小



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
新
し
い
木
橋
を
渡
り
黒
川
谷
の
左

右
が
我
々
の
進
む
べ
き
旧
道
で
Ὶ

鶏
鳴
山
お
よ
び
大
菩
薩
峠
方
面
へ
続

黒川廃橋の15ｍほど下流に架かる

現在の黒川橋は徒歩専用で、旧橋

より遙かにスペック＆スケールダ

ウンしている。
黒
川
橋
跡
に
は
Ὶ
コ

華
奢
な
橋
脚
１
本
を
発

珍
し
い
形
を
し
て
お
り

が
４
本
の
木
造
主
桁
を

た
め
の
構
造
で
あ
ℕ
た

痩
せ
細
り
な
が
ら
も
辛

に
よ
ℕ
て
判
明
し
た
Ί

木
造
桁
橋
で
あ
ℕ
た
よ

岸
へ
着
く
と
Ὶ
道
は
二

左
は
黒
川
谷
を
遡
り
黒

く
登
山
道
だ
Ί

あまり存在感のない左岸の

橋台。橋台はあるが、その

先に道がないという状況で、

ここからしばらく苦労する

ことに。
ン
ク
リ
ῴ
ト
製
の

見
し
た
Ί
上
部
が

目
を
引
く
Ί
こ
れ

そ
れ
ぞ
れ
支
え
る

こ
と
が
Ὶ
朽
ち
て

う
じ
て
残
る
部
材

黒
川
橋
は
単
純
な

う
だ
Ί

手
に
分
か
れ
る
Ί

川
金
山
跡
を
経
て

左岸側からの黒川橋廃景。二段滝の

合間を跨ぐように架かっていたよう

だ。この谷の上流には、武田信玄に

まつわる甲斐金山の一つ「黒川金山」

の跡があるらしい。昭和に入ってか

らも個人の経営で採金が試みられた

そうだが、幽霊以外が「出た」とい

う話は聞かない。



ῼ
で
あ
る
は
ず
な
の
だ
が
Ὶ
右
に
道
は
な
いと

流
れ
て
し
ま
ℕ
た
の
か
Ὶ
不

思
議
な
く
ら
い
痕
跡
が
無
い
Ί
こ
の

区
間
に
は
迂
回
路
も
見
当
た
ら
ず
Ὶ

突
破
の
処
方
箋
は
な
い
の
だ
が
Ὶ
強

い
て
言
う
な
ら
ば
ら
ん
丸
氏
が
そ
う

し
た
よ
う
に
Ὶ
木
橋
か
ら
50
ｍ
ほ
ど

下
流
ま
で
谷
底
を
歩
き
Ὶ
そ
こ
か
ら

一
気
に
ガ
レ
た
崩
壊
斜
面
を
30
ｍ
ほ

ど
よ
じ
登
る
の
が
ル
ῴ
ト
な
の
か
Ί

 
ト
ラ
バ
ῴ
ス
は
危
険
な
う
え
Ὶ
本

当
に
何
も
道
の
痕
跡
は
な
か
ℕ
た
の

で
オ
ス
ス
メ
し
な
い
 

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
Ί旧
黒
川
橋
の
左
岸
側
橋
台
は
残

ℕ
て
い
る
の
に
Ὶ
そ
の
先
に
あ

る
べ
き
道
は
斜
面
と
一
体
化
し

て
し
ま
い
全
く
見
出
せ
な
い
Ί

そ
れ
で
も
私
は
道
路
の
あ
ℕ
た

場
所
を
想
像
し
な
が
ら
Ὶ
無
理

矢
理
ト
ラ
バ
ῴ
ス
し
て
み
た
Ί

そ
し
て
振
り
返
ℕ
て
写
し
た
の

が
上
の
写
真
で
あ
る
Ί

結
局
黒
川
橋
左
岸
か
ら
１
０

０
ｍ
ほ
ど
の
区
間
は
Ὶ
山
肌
ご





特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 13：30

続
き
を
目
に
し
た
瞬
間
Ὶ

て
い
ℕ
た
Ί

今
度
は
黒
川
谷
を
右

遙
か
下
に
見
下
ろ
し
つ

つ
Ὶ
こ
れ
ま
で
に
無
か

ℕ
た
急
な
登
り
で
青
空

を
目
指
す
Ί
今
回
歩
く

区
間
内
で
最
高
地
点
と

な
る
無
名
の
峠
は
標
高

１
０
１
８
ｍ
と
い
う
高

所
に
あ
り
Ὶ
ま
だ
２
０

急
坂
の
難
所
が
あ
ℕ
た

れ
な
い
Ί
激
し
い
勾
配

ゆ
え
Ὶ
路
肩
の
石
垣
だ
け
を
見
る
と
‎
万
里
の
長
城
‏
の
よ
う
で
あ
る
Ί
 路上に転がる巨大な岩石。ギリギリのところで黒川

谷への墜落を免れている。何かしか心のありそうな
思
い
の
ほ
か
苦
労
し
た
が
Ὶ
再
び
現
れ
た
道
の

疲
れ
も
汗
も
Ὶ
全
て
が
甘
美
な
時
間
に
呑
み
込
ま
れ

０
ｍ
近
く
登
ℕ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
Ί

古
い
記
録
に
は
Ὶ
黒
川
通
り
に
‎
犬
戻
し
‏
な
る

と
伝
え
ら
れ
る
が
Ὶ
そ
れ
は
こ
の
辺
り
な
の
か
も
知

情景。



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 13：44

い
エ
リ
ア
が
始
ま
る
Ί

や
が
て
広
場
の
よ

う
な
左
カ
ῴ
ブ
で
Ὶ

ヒ
バ
の
巨
木
が
列
を

成
す
尾
根
を
乗
り
越

す
Ί
尾
根
上
に
ヒ
バ

が
多
い
の
は
Ὶ
西
関

東
の
山
に
共
通
す
る

特
徴
の
よ
う
だ
Ί
こ

の
先
の
道
は
再
び
丹

波
川
に
沿
う
形
と
な

り
Ὶ
西
へ
進
路
を
戻

す
Ί
一
時
厳
し
か
ℕ

た
勾
配
も
緩
や
か
に

な
ℕ
て
Ὶ
身
の
と
ろ

け
る
よ
う
な
甘
い
甘

植
物
知
識
の
乏
し
さ
は
悩
み
で
あ
り
課
題
だ

が
、
そ
の
く
せ
巨
木
は
大
好
き
で
、
馴
染
み
も

あ
る
。
廃
道
沿
い
に
は
人
知
れ
ず
に
す
く
す
く

育
っ
た
巨
木
が
多
い
せ
い
だ
。





船
越
橋
か
ら
三
重
河
原
ま
で
の
‎
前
半
戦

こ
に
挑
む
道
の
Ὶ
特
に
石
垣
の
素
晴
ら
し
さ

バ
ト
ル
フ
鍈
ῴ
ル
ド
で
あ
ℕ
た
Ί

一
方
Ὶ
三
重
河
原
か
ら
最
高
地
点
 
１
０
１

 
当
区
間
 
は
Ὶ
静
寂
境
Ὶ
霊
験
境
と
で
も
い

で
あ
る
Ί
滅
多
に
訪
れ
る
人
は
な
い
よ
う
で

い
歩
行
者
天
国
 
オ
ブ
的
な
 
だ
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
国道はこんなにも低く見え

る。ときおり走り去る車も無

音だ。此彼を隔てる丹波川は

深淵の連続をなしていて、瑠

璃色の水面は空を映さない。
‏
は
Ὶ
地
形
の
険
し
さ
と
Ὶ
そ

を
全
面
に
押
し
出
し
た
Ὶ
廃
道

８
独
標
 
ま
で
の
‎
中
盤
戦
‏

う
べ
き
風
景
が
非
常
に
印
象
的

Ὶ
ゴ
ミ
の
一
つ
も
見
当
た
ら
な

ズドーン！



命
の
苗
床
で
あ
ℕ
た
Ί

倒
木
の
森
を
抜
け
る
と
Ὶ
再
び
路
傍
の
岩
肌
が
目
立
ℕ
て
迫
り
上
が
ℕ
て

い
く
Ί
頻
発
す
る
落
石
に
Ὶ
ロ
兊
ク
ガ
ῴ
デ
ン
の
よ
う
に
な
ℕ
た
場
所
を
通

り
過
ぎ
る
と
Ὶ
ま
た
し
て
も
Ὶ

絶
句
地
が
ῼ
！
！

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
巨

ぎ
Ὶ

す
ま

こ
ろ

に
あ

役
割

た
自

降
り

止
め

道
で

し
い

豊
か
な
森
の
あ
る
と
こ
ろ
、
も
ち
ろ
ん
私
の
大

好
き
な
キ
ノ
コ
の
姿
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
旨
そ

う
な
キ
ノ
コ
だ
。
Ｏ
Ｒ
Ｊ
の
私
の
レ
ポ
で
、
キ

ノ
コ
写
真
が
出
て
こ
な
い
こ
と
の
方
が
稀
だ
と

い
う
ツ
ッ
コ
ミ
は
、
や
め
て
く
れ
。

大
な
倒
木
を
潜
ℕ
て
は
跨

跨
い
で
は
乗
り
越
え
て
Ὶ
ま

す
森
の
深
く
Ὶ
山
の
高
い
と

へ
進
ん
で
い
く
Ί
そ
の
足
元

る
の
は
廃
道
Ί
人
間
界
で
の

を
失
ℕ
た
道
は
Ὶ
命
に
満
ち

然
の
中
で
変
貌
を
遂
げ
る
Ί

注
ぐ
落
ち
葉
や
枯
木
を
受
け

て
Ὶ
そ
こ
に
土
を
醸
成
す
る
Ί

あ
ℕ
た
場
所
は
い
ま
や
Ὶ
険

山
腹
に
耕
さ
れ
た
Ὶ
新
た
な

高
い
斜
面
を
横
断
す
る
プ
チ
難
所
は

頻
繁
に
あ
る
が
、
黒
川
谷
以
来
、
さ

ほ
ど
難
し
い
場
面
は
無
い
。





前
半
戦
で
見
た
も
の
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
Ὶ
石

ニ
ῴ
再
演
Ί
も
う
‎
凄
い
‏
と
い
う
よ
り
他
に
な
い

の
Ὶ
道
路
風
景
そ
の
も
の
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

三
島

ま
さ
か
そ
こ
ま
で
言
う
と
は
思
わ
な
か
ℕ
た
で
し
ℹ

“

遺
跡‘

の
な
か
に
あ
ℕ
て
Ὶ
こ
の
新
青
梅
街
道
は
か
な
り
古
い
部
類
に
入
る

 
万
世
大
路
は
明
治
13
年
開
通
Ὶ
清
水
国
道
は
明
治
18
年
開
通
な
ど
 Ί
こ
れ

は
Ὶ
開
明
的
な
藤
村
県
令
の
力
も
あ
ℕ
た
ろ
う
し
Ὶ
文
明
開
花
の
中
心
地
Ὶ

東
京
や
横
浜
の
隣
県
で
あ
ℕ
た
山
梨
と
い
う
土
地
柄
 
’
県
民
性
 
も
影
響

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
Ί

そ
し
て
何
よ
り
そ
の
保
存
状
態
の
素
晴
ら
し
さ
だ
Ί
明
治
道
の
多
く
が
自

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
ととまい特開入で君前長てが

ℕ
て
替
わ
ら
れ
た
 Ί
よ
ℕ
て
Ὶ
絶
対
数
の
か
な
り

垣
と
絶
壁
の
シ
ン
フ
棈

Ί
隧
道
こ
そ
無
い
も
の

を
超
え
た
Ί ←

？
 こ

の
道
Ὶ
た
だ
険
し
い

こ
ろ
に
あ
る
か
ら
凄
い

い
う
も
の
で
は
な
い
Ί

ず
Ὶ
明
治
８
Ό
11
年
と

う
建
設
時
期
の
古
さ
が

筆
に
値
す
る
Ί
文
明

化
と
共
に
外
国
か
ら
導

さ
れ
た
馬
車
が
Ὶ
本
邦

陸
上
交
通
の
王
と
し
て

臨
し
た
期
間
は
Ὶ
明
治

Ό
中
期
ま
で
と
さ
ほ
ど

く
な
い
 
地
域
に
よ
ℕ

時
期
の
差
異
は
あ
る

Ὶ
お
お
む
ね
鉄
道
に
取

限
ら
れ
た
明
治
馬
車
道



動
車
道
と
し
て
転
用
さ
れ
る
際
に
大
規
模
な
改
良
を
受
け
て
し
ま
ℕ
た
の
に

対
し
て
Ὶ
こ
の
道
に
は
そ
の
よ
う
な
改
変
の
機
会
が
無
か
ℕ
た
Ί 
山
梨
県
的

に
は
不
幸
に
も
 

こ
の
道
の
自
動
車
道
と
見
紛
う
ば
か
り
の
広
い
幅
は
Ὶ
普
通
の
馬
車
 
車

体
幅
は
１
間
ほ
ど
が
多
か
ℕ
た
 
同
士
が
離
合
で
き
る
幅
員
３
間
を
目
安
に

し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
Ί
険
し
い
場
面
で
も
路
幅
を
妥
協
し

て
い
る
部
分
は
見
当
た
ら
ず
Ὶ
大
変
な
こ
だ
わ
り
よ
う
だ
Ί
わ
が
国
で
は
明

治
９
年
に
は
じ
め
て
‎
国
道
‏
が
制
度
化
さ
れ
Ὶ
あ
る
べ
き
路
幅
な
ど
が
定

め
ら
れ
る
の
だ
が
Ὶ
そ
れ
に
先
立
ℕ
て
藤
村
県
令
は
国
道
級
の
道
を
作
ℕ
て

い
た
事
に
な
る
Ί 
実
際
に
青
梅
街
道
が
国
道
に
昇
格
す
る
の
は
Ὶ
最
初
の

‎
国
道
‏
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
１
０
６
年
も
た
ℕ
た
昭
和
57
年
で
あ
ℕ
た
Ί 
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新青梅街道「黒川通り」
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こ
の
場
所
で
Ὶ
死
馬
で
も
あ
ℕ

た
の
だ
ろ
う
か
Ί
そ
れ
と
も
Ὶ
往

来
の
安
全
を
願
ℕ
て
立
て
ら
れ
た

も
の
か
Ί
寄
進
者
が
個
人
名
で
は

な
い
と
こ
ろ
を
見
る
と
Ὶ
後
者
の

可
能
性
が
高
い
か
も
知
れ
な
い
Ί

そ
れ
に
Ὶ
こ
こ
は
路
上
に
岩
盤
の

危
険
地
帯
だ
Ί

て
い
た
証
そ
の
も
の
と
い
え
る
Ί
県

は
機
能
し
得
な
か
ℕ
た
本
道
だ
が
Ὶ

‎
丹
波
村
‏
は
現
在
の
丹
波
山
村
の

一
部
Ὶ‎
山
村
‏
は
現
在
の
甲
州
市
勝
沼
山
の
旧
地
名
で
あ
る
 Ὶ
ち
ℵ
ん
と

愛
さ
れ
て
い
た
証
で
あ
る
Ί

こ
れ
は
Ὶ
思
わ
ず
道
の“

肩‘

を
撫
で
て
あ
げ
た
く
な
る
よ
う
な
Ὶ
と
て
も

嬉
し
い
発
見
だ
ℕ
た
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 14：08

櫛
比
す
る
Ὶ
い
か
に
も
落
石
の
多
そ
う
な

古
碑
の
存
在
は
Ὶ
ま
さ
に
道
の
生
き

令
の
期
待
し
た
首
都
連
絡
道
路
と
し
て

は
じ
め
に
こ
の
道
を
欲
し
た
人
々
に
は
 

ῼ
出
ち
ℵ
ℕ
た
Ί

馬
頭
観
音
碑
Ὶ

出
ち
ℵ
ℕ
た
Ί

小
ぶ
り
な
が
ら
舟
後
光
型
に
整

形
さ
れ
た
典
型
的
な
馬
頭
観
音
碑

で
あ
る
Ί
欠
け
も
な
く
状
態
は
す

こ
ぶ
る
良
い
Ί‎
馬
頭
観
世
音
‏
の

文
字
を
挟
ん
で
Ὶ
両
脇
に
‎
大
正

四
年
十
月
‎‏
丹
波
村
山
村
馬
持
中
‏

と
刻
ま
れ
て
い
る
Ί



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

登
り
続
け
て
い
る
Ί
我
々
も
順

調
に
距
離
を
重
ね
て
い
く
Ί
こ

ん
な
に
充
実
し
た
廃
道
だ
ℕ
た

ら
一
日
中
で
も
歩
き
た
い
と
思

ℕ
た
Ί

な
が
ら
く
北
向
き
の
日
陰
斜
面
を
歩
い

て
き
た
の
で
Ὶ
行
く
手
に
光
の
差
し
込
む

場
所
を
見
た
と
き
に
Ὶ
そ
こ
が
峠
で
あ
る

と
す
ぐ
に
分
か
ℕ
た
Ί
三
重
河
原
か
ら
約

2.4
km
の
地
点
で
あ
る
Ί
険
し
く
も
甘
美
な

廃
道
Ί
こ
れ
で
残
す
と
こ
ろ
Ὶ
あ
と
３
分

の
１
弱
と
な
ℕ
て
し
ま
ℕ
た
Ί

馬
頭
観
音
碑
が
佇
む
岩
場
を
過
ぎ
る
と
Ὶ

道
は
再
び
穏
や
か
さ
を
取
り
戻
し
た
Ί
開

放
感
の
あ
る
疎
林
の
森
に
Ὶ
落
ち
葉
を
た

ℕ
ぷ
り
蓄
え
た
広
い
道
形
が
見
渡
す
限
り

に
続
い
て
い
る
Ί
あ
た
り
に
人
工
的
な
音

は
ま
る
で
な
く
Ὶ
と
き
お
り
響
く
野
鳥
の

さ
え
ず
り
と
Ὶ
風
が
葉
を
揺
ら
す
音
が
Ὶ

無
音
以
上
の
静
寂
を
演
出
し
て
い
た
Ί

険
し
い
岩
場
と
優
し
い
森
が
交
互
に
現

れ
る
な
か
Ὶ
道
は
ほ
ぼ
一
定
し
た
勾
配
で





ち
ℹ
ℕ
と
格
好
を
つ

１
０
１
８
‏
と
呼
ん
で

峠
付
近
か
ら
Ὶ
眼
下

沢
川
と
一
ノ
瀬
川
の
合

遠
で
撮
影
Ί
谷
が
余
り

は
見
通
せ
な
い
が
Ὶ
こ

談
の
舞
台
と
し
て
知
ら

ら
ん
淵
‏
で
あ
る
Ί
こ

か
ら
下
流
が
丹
波
川

一
ノ
瀬
川
が
多
摩
川
の

流
河
川
と
さ
れ
て
い

国
道
と
旧
道
は
こ
れ
以

支
流
で
あ
る
柳
沢
川
に

ℕ
て
遡
り
Ὶ
同
名
の
峠

目
指
す
こ
と
に
な
る
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
かをに況うの特

図
に
は
こ
こ
に
独
立
標
高
点
 
海

14：30
今
回
の
行
程
の
最
高
地
点
Ί
泉
水
谷
林
道

ら
は
約
2.4
km
Ὶ
高
低
差
２
０
０
ｍ
あ
ま
り

１
時
間
半
ほ
ど
か
け
て
登
ℕ
て
き
た
こ
と

な
る
Ί
黒
川
谷
付
近
を
除
い
て
路
盤
の
状

は
比
較
的
良
好
で
Ὶ
歩
き
や
す
か
ℕ
た
Ί

道
が
登
り
か
ら
下
り
に
切
り
替
わ
る
と
い

意
味
で
‎
峠
‏
で
は
あ
る
の
だ
が
Ὶ
尾
根

肩
を
越
え
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
せ
い
か
Ὶ

に
峠

の
名
前
は
無
い
よ
う
だ
Ί
古
い
地
形

０
１
８
ｍ
 
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
Ὶ

峠
の
下
は
、
気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
に
高
い
絶

壁
で
あ
る
。
こ
こ
に
鷲
の
ク
チ
バ
シ
の
よ
う

に
迫
り
出
し
た
大
岩
が
あ
り
、
写
真
は
そ
の

先
端
か
ら
見
下
ろ
し
て
撮
影
し
た
も
の
。

抜
１

け
て
‎
独
標

み
る
Ί

に
見
え
る
柳

流
地
点
を
望

に
深
く
水
面

の
辺
り
が
怪

れ
る
‎
お
い

こ
で
Ὶ源

る
Ί

降
Ὶ沿を



東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
山
国
で
は
Ὶ
か
な
り
奥
地
に
至
る
ま
で
コ
ピ
ペ
し

た
よ
う
な
杉
林
が
広
が
ℕ
て
し
ま
ℕ
た
現
在
Ὶ
東
京
は
首
都
だ
か
ら
ℕ
て
特

別
に
奇
麗
な
森
が
残
せ
て
Ὶ
狡
い
な
⃳
Ί

ῼ
な
ん
て
Ὶ
秋
田
育
ち
の
私
は

思
ℕ
て
し
ま
ℕ
た
Ί

ち
な
み
に
Ὶ
前
出
の
登
山
指
南
書
‐
奥
多
摩
‑
に
よ
れ
ば
Ὶ
こ
こ
か
ら
花

魁
淵
へ
と
尾
根
伝
い
に
下
る
山
道
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
Ὶ
確
か
に
そ
れ
ら

し
い
小
径
が
標
柱
の
裏
手
に
続
い
て
い
る
Ί
し
か
し
Ὶ
お
そ
ら
く
今
は
谷
底

ま
で
下
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
ῼ
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
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新青梅街道「黒川通り」
に
編
入
し
た
事
を
皮
切
り
に
Ὶ
さ
ら
に
そ
の
源
流
で

な
原
生
林
を
買
収
Ὶ
東
京
都
水
道
水
源
林
と
し
て
保

画
的
な
林
業
経
営
を
行
ℕ
て
資
金
源
に
し
よ
う
と
し

余
曲
折
あ
ℕ
て
Ὶ
完
全
に
は
成
功
し
な
か
ℕ
た
が
Ὶ

第
一
と
し
て
約
２
１
６
平
方
キ
ロ
メ
ῴ
ト
ル
と
い
う

れ
て
い
る
Ί
今
回
歩
い
て
き
た
山
の
風
致
が
特
に
優

序
な
開
発
か
ら
守
ら
れ
て
き
た
事
に
よ
る
Ί

峠
の
一
角
に
は
‎
東

京
都
水
道
水
源
林
‏

‎
昭
和
四
十
七
年
十
一

月
‏
と
ペ
ン
キ
で
描
か

れ
た
大
き
な
木
柱
が
建

ℕ
て
い
た
Ί
明
治
26
年

に
‎
東
京
の
水
源
は
多

摩
川
に
あ
り
‏
と
の
議

論
か
ら
Ὶ
そ
れ
ま
で
神

奈
川
県
に
属
し
て
い
た

三
多
摩
地
方
を
東
京
府

あ
る
山
梨
県
内
の
広
大

安
す
る
と
同
時
に
Ὶ
計

た
Ί
林
業
経
営
に
は
紆

現
在
で
も
水
源
涵
養
を

広
大
な
山
林
が
保
護
さ

れ
て
い
る
の
も
Ὶ
無
秩



石
垣
を
築
し
Ὶ
路
線
高
く
Ὶ
樹
木
で
水
流
見
え
ず
‏
と
表
現
し
て
い
る
Ί
私

は
Ὶ
こ
の
短
い
文
章
に
集
約
さ
れ
る
Ί

休
止
の
後
Ὶ
再
び
歩
き
始
め
る
Ί
道
は

90
度
折
れ
て
Ὶ
日
当
た
り
の
少
し
良
く

た
西
向
き
斜
面
を
南
下
す
る
形
と
な
る
Ί

先
終
点
で
あ
る
藤
尾
橋
ま
で
は
約
1.6
km
Ί

は
下
り
Ὶ
中
盤
以
降
は
ま
た
河
川
勾
配

わ
せ
て
登
ℕ
て
い
く
形
と
な
る
Ί

は
越
え
た
が
Ὶ
残
り
も
消
化
試
合
な
ど

い
こ
と
が
Ὶ
こ
の
１
分
後
に
判
明
！

特濃！ 廃道あるき　第一四回特濃！ 廃道あるき　第一四回
先
だ
ℕ

て
い

い
の

る
が

山
腹

け
高

い
ほ川

す
る

は
Ὶ

で
あ

川
の

人
物
は
Ὶ
開
通
し
た
ば
か
り
の
こ
の
道
を

が
長
々
と
レ
ポ
ῴ
ト
し
て
き
た
内
容小

峠
で

な
ℕ

こ
の

序
盤

に
合峠

で
な

新青梅街道「黒川通り」新青梅街道「黒川通り」
ほ
ど
は
谷
底
を
覗
き
込
ん
だ
写
真

た
が
Ὶ
西
側
に
は
眺
望
が
ひ
ら
け

る
Ί
古
地
形
図
か
ら
だ
と
‎
川
沿

旧
道
‏
と
い
う
イ
メ
ῴ
ジ
を
受
け

Ὶ
実
情
は
水
面
か
ら
遠
く
離
れ
た

の
道
が
大
半
で
あ
ℕ
た
Ί
こ
れ
だ

巻
き
し
な
け
れ
ば
上
流
へ
進
め
な

ど
Ὶ
谷
は
険
し
か
ℕ
た
の
で
あ
る
Ί

を
遡
る
た
め
に
尾
根
ま
で
高
巻
き

と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
兊
ク
な
明
治
道

我
々
で
な
く
と
も
印
象
深
い
も
の

ℕ
た
ら
し
く
Ὶ
明
治
11
年
に
多
摩

源
流
を
探
訪
し
た
山
城
裕
之
な
る

Ὶ‎
山
腹
を
掘
開
し
Ὶ
厳
岩
を
穿
ち
Ὶ
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さ
ℕ
き
見
え
た
手
す
り
は
Ὶ
こ
の
階
段
ῼ
　
い
や
Ὶ
梯
子
か
？
？

と
も
か
く
Ὶ
こ
の
見
る
か
ら
に
危
う
い
通
路
の
も
の
だ
ℕ
た
の
だ
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
け
の
簡
単
な
柵
が
Ὶ
い
き
な
り
荒
廃
の
度

て
い
る
Ί

何
か
金
属
製
の
手
す
り
ら
し

き
も
の
が
Ὶ
も
の
凄
い
急
角
度

で
崖
に
架
け
ら
れ
て
い
る
姿
が

遠
目
に
見
え
た
の
だ
が
Ὶ
さ
ら

に
近
づ
く
と
そ
の
姿
は
見
え
な

く
な
ℕ
た
Ί
そ
の
代
わ
り
Ὶ
鉄

棒
に
ト
ラ
ロ
ῴ
プ
を
掛
け
た
だ

を
深
く
し
た
道
の
案
内
役
と
な
ℕ

こ
れ
だ
ℕ
！



現
地
で
は
Ὶ
決
壊
の
た
め
に
道
が
失
わ
れ
て
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
ℕ
た
の

だ
ろ
う
と
思
ℕ
た
が
Ὶ
こ
こ
に
も
橋
が
架
か
ℕ
て
い
た
と
い
う
の
が
真
相
の

よ
う
だ
Ί
先
の
黒
川
橋
と
終
点
の
藤
尾
橋
の
間
に
Ὶ
橋
は
２
本
架
け
ら
れ
た

記
録
が
あ
る
Ί
響
岩
橋
と
大
東
橋
で
あ
る
が
Ὶ
響
岩
橋
は
こ
の
場
所
に
あ
ℕ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
Ί

響
岩
と
い
う
の
が
ど
こ
を
指
す
の
か

だ
が
Ὶ
見
上
げ
た
岩
谷
の
重
畳

た
る
巌
壁
に
Ὶ
私
の
叫
び
声
が

谺こ
だ
ま
し
た
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実

で
あ
る
Ί
わ
ざ
わ
ざ
名
付
け
ら

れ
る
ほ
ど
の
岩
場
で
あ
れ
ば
Ὶ

自
然
と
旅
人
の
印
象
に
残
る
景

色
で
あ
ℕ
た
は
ず
Ί
そ
う
い
う

観
点
か
ら
も
Ὶ
こ
こ
が
響
岩
だ

と
思
う
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 14：39
も
資
料
が
乏
し
く
判
然
と
し
な
い
の

お
そ
ら
く
こ
れ
が
響
岩
。
恐
る
べ
き
偉
容
を
誇
る

割
れ
目
の
如
き
岩
谷
だ
。
確
か
に
声
が
少
し
反
響

す
る
。



以
前
に
比
べ
る
と
Ὶ
い
く
ら
か
踏
み
跡
ら
し
き
も
の
が
付
い
て
い
る
Ί
わ
ざ

わ
ざ
先
ほ
ど
の
よ
う
な
歩
行
者
用
通
路
が
出
来
て
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
Ὶ
水

源
林
の
巡
視
路
に
で
も
あ
た
ℕ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
は

我
々
二
人
の
通
行
で
階
段
は
ど
う
に

の
で
Ὶ
い
つ
ま
で
保
つ
か
は
不
明
ῼ

難
所
を
越
え
る
と
Ὶ
下
り
と
も
登

もかも工ののῚもΊり
凄
ま
じ
い
岩
谷
に
圧
倒
さ
れ
る

Ὶ
脱
出
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
Ί
し

し
Ὶ
こ
の
階
段
は
下
手
な
梯
子
よ
り

怖
い
Ί
そ
も
そ
も
Ὶ
既
設
で
あ
る
人

的
な
足
場
を
過
信
し
て
は
な
ら
な
い

が
廃
道
歩
き
の
掟
で
あ
る
か
ら
Ὶ
こ

よ
う
に
人
工
的
な
足
場
に
全
体
重
を

気
が
気
で
な
か
ℕ
た
り
す
る
Ί
幸
い

な
ら
な
か
ℕ
た
が
Ὶ
か
な
り
揺
れ
た

と
も
付
か
な
い
な
だ
ら
か
な
道
Ί
峠

大
蛇
出
現
?!

と
い
う
の
は
真

っ
赤
な
嘘
で
、
落
ち
葉
と
比
較

し
て
も
お
分
か
り
の
通
り
、
体

長
10
cm
に
も
満
た
な
い
よ
う
な

極
小
ニ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
だ
。
お
そ

ら
く
ジ
ム
グ
リ
の
幼
蛇
。



再
び
路
盤
が
消
滅
し
Ὶ
代
わ
り
に
細
い
歩
行
者
用
通
路
が
Ὶ
桟
橋
と
な
ℕ

て
岩
壁
に
へ
ば
り
付
い
て
い
る
Ί
さ
ℕ
き
も
言
ℕ
た
が
Ὶ
こ
の
よ
う
な
怪
し

げ
な
橋
に
身
を
任
せ
る
と
Ὶ
万
が
一
の
と
き
に
な
ん
ら
抵
抗
で
き
ず
谷
に
叩

き
落
と
さ
れ
る
危
険
を
孕
ん
で
い
る
Ί

と
は
い
え
Ὶ
こ
の
通

Ί
板
き
れ
一
枚

の
下
は
俎
板
の

よ
う
な
絶
壁
Ί

確
か
に
こ
の
桟

不
可
能
で
あ
ℕ
た

ℕ
て
ゴ
メ
ン
な
さ

り
な
が
ら
無
事
通

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 14：45
路
を
使
わ
な
い
手
も
な
い
の
だ
が
ῼ

橋
無
く
し
て
は
全
く
横
断

可
能
性
が
高
く
Ὶ
変
に
疑

い
と
Ὶ
心
の
中
で
橋
に
謝

過
Ί



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
、
現
在
露
出
し
て

肌
は
、
表
土
が
全

う
な
土
砂
崩
れ
の

え
る
。
が
、
一
応

補
地
と
す
る
。

下っていくと、またしても歩行者用の桟橋

が現れた。ここでも本来の路盤は跡形もな

く落ちている。桟橋も崩土に埋もれつつあ

って、まさに廃道の連鎖。積木崩しの様相

を呈する。
桟
橋
を
渡
り
き
る
と
本
来
の
道
が
復
活
。
そ

し
て
本
格
的
に
下
り
が
始
ま
る
。
写
真
は
振

り
返
っ
て
撮
影
。

﹁
響
岩
﹂
の
第
２
候
補
地
が
、
桟
橋
の
真

上
に
迫
り
出
す
よ
う
な
こ
の
岩
崖
。
確

か
に
こ
の
場
所
も
橋
無
く
し
て
は
越
え

ら
れ
な
い
地
形
だ
が

い
る
乾
き
き
っ
た
岩

て
こ
そ
げ
落
ち
る
よ

結
果
の
よ
う
に
も
見

﹁
響
岩
橋
﹂
の
第
２
候



道うたば
最
後
も
Ὶ
石
垣
が
魅
せ
た
！

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 14：52
分
Ί
旧

ン
と
言

ℕ
て
い

と
い
え

！

峠
を
発
ℕ
て
歩
く
こ
と
20

最
後
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ῴ

べ
き
も
の
が
Ὶ
目
前
に
迫

Ίこ
の
道
を
象
徴
す
る
光
景

Ὶ
や
ℕ
ぱ
り
石
垣
Ί



し
得
な
い
高
度
な
機
能
性
を
目
に
し
た
の
で
あ
る
Ί
そ
し
て
Ὶ
そ
の
こ
と
を

私
に
教
え
て
く
れ
た
の
は
Ὶ
美
し
く
着
生
し
た
苔
で
あ
ℕ
た
Ί

こ
れ
は
Ὶ
廃
道
が
辿
り
着
い
た
究
極
の
美
し
さ
ῼ
Ί

特濃！ 廃道ある

新青梅街道「黒川

特濃！ 廃道ある

新青梅街道「黒川
エ
メ
ラ
ル
ド
の
石
垣
　
現
る
!!

緑
の
色
階
の
全
て
が
こ
こ
に
こ
こ
に
集
め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
Ὶ
微

妙
な
色
彩
を
見
せ
る
苔
生
し
た
石
垣
Ί
特
に
鮮
や
か
に
見
え
る
部
分
は
Ὶ
シ

ダ
の
新
芽
で
あ
る
Ί
こ
の
瑞
々
し
き
石
垣
は
Ὶ
本
当
に
水
の
通
り
道
に
も
な

ℕ
て
い
た
Ί
本
来
な
ら
ば
暗
渠
を
設
け
て
逃
が
す
よ
う
な
沢
水
は
路
面
に
吸

収
さ
れ
Ὶ
そ
の
ま
ま
石
垣
を
浸
透
Ὶ
そ
の
下
端
か
ら
再
び
湧
き
出
し
て
い
る

の
で
あ
ℕ
た
Ί
空
積
み
の
石
垣
に
秘
め
ら
れ
た
Ὶ
現
代
の
道
路
が
容
易
に
な

き　第一四回

通り」

き　第一四回

通り」



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

エ
メ
ラ
ル
ド
の
石
垣
を
歩
く
ら
ん
丸
氏
。
自
然
の
崖
と

見
分
け
が
付
き
づ
ら
い
ほ
ど
緑
色
だ
が
、
こ
の
中
に
石

垣
が
含
ま
れ
て
い
る
！

石
垣
上
か
ら
見
下
ろ
す
谷
底
。
石
垣
の
下
部
か
ら
湧

き
水
が
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
時
間
に

余
裕
が
あ
れ
ば
、
下
に
降
り
て
見
上
げ
て
み
た
か
っ

た
。︵
下
降
ル
ー
ト
探
し
は
困
難
そ
う
だ
が
︶

そ
し
て
こ
れ
が
、
石
垣
上
の
路
面
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
く
沢
の
様
子
。
空
積
み
石
垣
の
驚
く
べ
き
機
能
。

水
の
流
れ
に
逆
ら
わ
ず
、
自
然
に
抗
わ
ず
、
１
０
０

年
を
過
ご
し
て
き
た
。
舗
装
路
面
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト

擁
壁
の
現
代
道
路
で
は
、
望
む
べ
く
も
な
い
光
景
だ
。

崩
壊
地
は
随
所
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
手
す
り
付

き
の
歩
行
者
用
通
路
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
ハ
イ
カ
ー
の
残
し
て
い
っ
た
よ
う
な
ゴ
ミ
は

見
ら
れ
ず
、
興
醒
め
す
る
こ
と
も
な
い
。



は
ど
こ
ま
で
で
も
歩
い
て
行
け
そ
う
な
疎
林
で
Ὶ
そ
よ
ぐ
風
が
心
地
よ
い
Ί

じ
る
場
所
だ
Ί

し
ば
ら
く
ま
ど

み
を
感
じ
る
よ

な
森
の
道
を
辿

て
い
く
と
Ὶ
山

か
ら
作
業
道
ら

き
小
径
が
合
わ

ℕ
て
き
た
Ί
い

い
よ
人
気
の
近

い
て
き
た
予
感

振
り
返
ℕ
て
撮

影
Ί
も
ち
ろ
ん
左
が
明
治
の
道
だ
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街 15：11
さ
ほ
ど
下
ℕ
た
印
象
は
な
い
が
Ὶ
底

を
打
ℕ
て
平
坦
な
道
と
な
る
Ί
周
り

こ
れ
ま
で
で
最
も
穏
や
か
さ
を
感ろうℕ側しさよづ

が
す
る
Ί
写
真
は
Ὶ
合
流
地
点
を

道「黒川通り」道「黒川通り」
珍
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
焼

窯
の
跡
が
、
道
の
真
ん
中
に
あ

っ
た
。
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
が
、

形
は
石
積
の
も
の
と
同
じ
で
あ

る
。
わ
ざ
わ
ざ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
持
ち
込
ん
で
ま
で
作
ら
れ
た

窯
だ
が
、
風
化
が
激
し
く
い
つ

頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
の
か
見

当
も
付
か
な
い
。



峠
か
ら
1.3
km
ほ
ど
歩
く
と
Ὶ

広
く
凹
ん
だ
よ
う
な
地
形
に
突

き
当
た
り
Ὶ
築
堤
ら
し
き
高
み

に
道
は
終
わ
ℕ
て
い
る
Ί
そ
の

突
端
に
は
Ὶ
例
に
よ
ℕ
て
石
積

の
矩
体
が
あ
ℕ
た
Ί
見
下
ろ
す

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 15：21
凹
地
の
中
央
に
は
Ὶ
森
か
ら
沁

み
だ
し
て
き
た
よ
う
な
細
く
澄

ん
だ
流
れ
が
一
条
Ί

こ
こ
に
Ὶ
大
東
橋
は
あ
ℕ
た
Ί

そ
し
て
Ὶ
失
わ
れ
た
橋
の
代
わ

り
に
Ὶ
歩
行
者
だ
け
が
通
れ
る

小
さ
な
木
橋
が
谷
底
に
渡
さ
れ
て
い
る
Ί



橋
台
の
真
下
に
Ὶ
崩
壊

し
た
橋
桁
の
一
部
が
辛
う

じ
て
残
ℕ
て
い
た
Ί
写
真

の
物
体
が
そ
れ
で
Ὶ
金
属

製
の
タ
イ
プ
レ
ῴ
ト
２
枚

が
据
え
付
け
ら
れ
た
木
材

片
だ
Ί
も
し
タ
イ
プ
レ
ῴ

ト
の
向
き
が
往
時
の
ま
ま

で
あ
る
と
仮
定
す
る
な

ら
Ὶ
橋
は
方
杖
橋
の
形
式

で
あ
ℕ
た
こ
と
を
連
想
さ

せ
る
Ί
同
じ
形
の
金
属
片

が
い
く
つ
か
散
乱
し
て
い

た
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
対岸から振り返った大東橋の橋台。現在の水流と橋台の位置

が離れすぎており不自然なので（対岸の築堤は延長しても良

かったはずだ）、おそらく当初の位置より水流がだいぶ手前に

移動したのではないだろうか。その推測を支持するように、

此方岸の橋台は影も形もない。



大
東
橋
を
越
え
た
先
に
Ὶ

こ
れ
ま
で
で
最
大
の
堀
割
が

口
を
開
け
て
い
た
Ί
大
東
沢

 
？
 
と
柳
沢
川
と
を
隔
て

る
ご
く
小
さ
な
尾
根
を
Ὶ
隧

道
寸
前
の
堀
割
で
貫
通
す

る
Ί
も
う
少
し
深
け
れ
ば
間

違
い
な
く
隧
道
が
掘
削
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
立
地
だ
け
に
Ὶ

惜
し
い
 
笑
 Ί

は
最
後
の
場
面
Ί
藤
尾
橋
の
み

先
Ί
す
な
わ
ち
大
東
橋
か

ら
も
わ
ず
か
な
距
離
で

今
回
の
踏
査
の
終
点
‎
藤

尾
橋
‏
の
姿
が
見
え
て
き

た
Ί６

本
の
橋
の
中
で
Ὶ
今

現
在
唯
一
渡
る
こ
と
が
出

来
る
橋
だ
と
い
う
事
前
情

報
で
あ
ℕ
た
が
ῼ
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」
Ὶ

こ
れ
を
通
り
抜
け
る
と
Ὶ
い
よ
い
よ
残
す

と
な
る
Ί

堀
割
か
ら
は
目
と
鼻
の



か
ℕ
た
Ί
現
在
の
国
道
が
対
岸
に
開
通
し
て
か
ら
林
地
作
業
の
た
め
に
旧
藤

尾
橋
を
壊
し
て
架
け
替
え
た
も
の
ら
し
い
Ί
親
柱
に
は
昭
和
41
年
竣
工
と
の

銘
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
Ί
人
道
専
用
に
し
て
は
立
派
す
ぎ
る
き
ら
い

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」 15：30

ン
ボ
ῴ
ブ
リ
兊
ジ
な
ど
と
同
じ
ῼ
近

が
ら
美
し
く
見
応
え
が
あ
る
Ί
た
だ

代
的
吊
橋
の
形
式
で
あ
り
Ὶ
小
さ
い
な

Ὶ
残
念
な
が
ら
さ
ほ
ど
古
い
橋
で
は
な

藤
尾
橋
は
確
か
に
健
在
で
あ
ℕ
た
Ί

そ
し
て
Ὶ
橋
の
対
岸
は
有
無
を
言
わ

せ
ず
そ
の
ま
ま
国
道
４
１
１
号
の
現

道
に
ぶ
つ
か
ℕ
て
い
る
Ί
数
時
間
ぶ

り
に
動
く
車
を
間
近
に
見
て
現
代
へ

の
帰
還
を
実
感
す
る
Ί

橋
は
二
本
の
橋
脚
が
主
塔
を
兼
ね

左
右
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
吊
る
ῼ
レ
イ



が
あ
る
が
Ὶ
か
と
い
ℕ
て
薄
ℕ
ぺ
ら
な
木
の

か
不
安
な
感
じ
も
あ
る
Ί
い
ず
れ
に
し
て
も

張
ℕ
て
お
り
Ὶ
通
行
止
め
の
扱
い
Ί

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

。

橋
の
た
も
と
に
立
て
ら
れ
た
通
行
禁
止
の
看

板
。
藤
尾
橋
側
か
ら
は
立
入
禁
止
に
な
っ
て

い
た
わ
け
だ
が
、
我
々
が
入
っ
た
黒
川
側
に

そ
の
よ
う
な
表
示
は
な
く
、
も
は
や
旧
道
が

一
繋
が
り
の
道
と
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
証
拠

と
い
え
る
。

床
板
は
自
動
車
に
耐
え
ら
れ
る

Ὶ
現
在
は
国
道
側
に
ロ
ῴ
プ
が

国
道
側
の
た
も
と
に
は
、
簡
易
な
ロ
ー
プ
が
バ

リ
ケ
ー
ド
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
階
段
が

あ
る
の
で
車
は
最
初
か
ら
入
れ
な
い
。

橋
下
の
柳
沢
川
は
折
り
重
な
る
よ
う
な
枝
葉
に
隠
さ
れ
ほ
と
ん
ど
見
通
せ
な
い

し
か
し
、
水
量
は
少
な
く
な
い
の
か
、
か
な
り
豪
快
な
音
が
聞
こ
え
て
い
る
。



最
後
の
最
後
に
見
つ
け
た

旧
藤
尾
橋
の
橋
台
跡
Ί
現
橋

の
５
ｍ
ほ
ど
下
流
側
Ὶ
右
岸

の
道
下
に
あ
ℕ
た
Ί
そ
し
て
Ὶ

図
は
‐
丹
波
山
村
誌
‑
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
初
代
藤
尾
橋

の
設
計
図
で
あ
る
Ί
文
字
は

読
み
取
れ
な
い
が
Ὶ
木
造
方

杖
橋
で
あ
ℕ
た
よ
う
だ
Ί

今
回
見
つ
け
た
旧
橋
の
橋

台
と
設
計
図
の
橋
は
別
か
も

知
れ
な
い
が
Ὶ
１
０
０
年
前

に
架
け
ら
れ
て
い
た
壮
大
な
方
杖
橋
は

最
後
ま
で
背
負
ℕ
た
存
在
で
あ
ℕ
た
は
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Ὶ
未
完
に
終
わ
ℕ
た
大
路
の
悲
哀
を

ず
だ
Ί

欄干の形に注目。現橋に受け継がれている？！
 藤尾橋全景。トラス模様の欄干がお洒落である。



橋
を
渡
り
Ὶ
全
行
程
が
終
了
Ί
期
待
の
遙
か
上
を
行
く
印
象
深
い
道
だ
ℕ

た
だ
け
に
終
わ
り
が
惜
し
か
ℕ
た
が
Ὶ
踏
破
の
よ
ろ
こ
び
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ

以
上
だ
ℕ
た
Ί
今
回
の
探
索
の
立
役
者
で
あ
る
ら
ん
丸
氏
も
Ὶ
長
年
の
懸
案

だ
ℕ
た
踏
破
を
成
し
遂
げ
Ὶ
満
足
げ
で
あ
ℕ
た
Ί

│
│
若
き
道
路
県
令
Ὶ
藤
村
紫
朗
Ί

我
が
オ
ブ
ロ
ῴ
ダ
ῴ
人
生
の
な
か
で
Ὶ
忘
れ
ら
れ
そ
う
に
も
な
い
名
前
が

ま
た
一
つ
増
え
て
し
ま
ℕ
た
Ί

お
わ
り
Ί
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オ
マ
ケ
　
現
国
道
の
様
子
は

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
３
枚
の
写
真
は
Ὶ

国
道
で
撮
影
し
た
も
の
Ί
藤
村
県
令
の
夢

か
ら
望
ま
れ
る
旧
道
の
通
る
山
の
眺
め
を
ご

一
ノ
瀬
橋
か
ら
藤
尾
橋
ま
で
の
国
道
に

は
、
一
気
に
高
度
を
50
ｍ
近
く
詰
め
る

九
十
九
折
り
が
あ
る
。
一
年
中
い
つ
通

っ
て
も
、
何
か
し
ら
災
害
の
復
旧
工
事

を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

？い
ず
れ
も
旧
道
の
対
岸
に
あ
る
現

を
叶
え
た
現
道
の
様
子
と
Ὶ
そ
こ

覧
に
い
れ
よ
う
Ί

旧
道
の
峠
か
ら
お
い
ら
ん
淵
へ
下
る
尾
根
の
先
端

部
分
は
、
ご
覧
の
よ
う
に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
い
ま
は
復
旧
治
山
工
事
の
真
っ
最
中
で
、

こ
れ
か
ら
一
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
で
埋
め
立

て
ら
れ
る
の
だ
と
思
う
。
旧
道
は
こ
の
岩
壁
の
さ

ら
に
上
を
通
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
高
さ
が

分
か
る
と
思
う
。

現国道も決して楽な道ではない。所々に新し

いトンネルや橋でバイパスが作られつつある

が、丹波路は今も昔も難所であるのだ。



特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

特濃！ 廃道あるき　第一四回

新青梅街道「黒川通り」

この記事の感想をお聞かせください。

公式サイトアンケート のほか、下記フォームからお送りいただく

こともできます。みなさまのご意見、お待ちしています！

1.この記事はいかがでしたか？

←つまらない・役に立たない　　ふつう　　おもしろい・役に立つ→

1 2 3 4 5

2.コメントをどうぞ！

（空欄でも結構です。内容は「日本の廃道」公式サイトや本誌で公開する場

合があります。公開を希望されない場合は「公開不可」にチェックを。）

公開不可

http://www.the-orj.org/enquete/0001/enquete.php?kiji=1
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